
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

互助会主催・ガイドつき宇佐神宮散策 

宇
佐
神
宮
は
全
国
に
４
万
社

あ
ま
り
あ
る
八
幡
様
の
総
本

社
で
す
。 

神
仏
習
合
の
発
祥
の
地
と
し

て
知
ら
れ
、
境
内
に
は
国
宝

の
本
殿
や
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
建
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

本
殿
前
に
そ
び
え
る
推
定

樹
齢
８００
年
の
高
さ
３０
メ
ー

ト
ル
、
幹
ま
わ
り
５
メ
ー
ト

ル
の
風
格
あ
る
御
神
木
が
、

多
く
の
人
に
パ
ワ
ー
を
授
け

て
く
れ
る
と
い
わ
れ
る
。 

ダ
ン
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
「
エ
グ
ザ
イ
ル
」
の
Ｕ
Ｓ
Ａ

（
う
さ
）
さ
ん
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
宇
佐
神
宮
を
訪
れ
た

際
、
ア
ル
バ
ム
の
ミ
リ
オ
ン
セ

ラ
ー
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、

大
ヒ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
逸
話
が
テ
レ
ビ
番
組
で
紹

介
さ
れ
、
若
い
女
性
の
参
拝

が
一
気
に
増
え
た
と
か
。
両

手
を
大
楠
の
幹
に
あ
て
、
パ

ワ
ー
を
も
ら
お
う
と
す
る
人

の
姿
も
多
い
注
目
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

（
互
助
会
主
催
・
ガ
イ
ド
付

宇
佐
神
宮
散
策
） 
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令和５年度 定時総会開催 
 

去
る
６
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
宇
佐
市
勤
労
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
に
移
行
さ
れ

た
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
会
に
入
り
、
安
部
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
宇
佐
副
市
長 

永
野

直
行
様
、
宇
佐
市
議
会
議
長 

永
松
郁
様
、
宇
佐
公
共
職
業
安
定

所
所
長 

大
田
信
昭
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
大
分
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長 

江
藤
郁
様
か
ら
の
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2 月 

議
長 

安部理事長 永野副市長 

永松市議会議長 大田所長 

第１号議案：令和４年度事業報告について 

第２号議案：令和４年度収支決算報告書の承認並びに監事監査報告について 

第３号議案：公益社団法人宇佐市シルバー人材センター定款の一部改正（案）について 

第４号議案：補欠役員の選任（案）について 

第１号報告：令和５年度事業計画について 

第２号報告：令和５年度収支予算について 

 

 

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に

幡
手
修
二
さ
ん
（
四
日
市
地
区
）

を
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事

録
署
名
人
を
片
岡
晃
一
さ
ん
（
西

馬
城
地
区
）
、
酒
井
尚
登
さ
ん

（
駅
館
地
区
）
が
選
任
さ
れ
、
そ
の

後
、
順
調
に
総
会
は
進
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
永
年
監
事
を
努
め
て

い
た
だ
い
た
園
元
聡
氏
の
退
任
に

よ
り
、
新
た
に
和
氣
勝
典
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。 

    
 

 
 

 
 

目標数値 

 目標数値 ４年度末 

会員数 420 人 390 人 

女性会員数 120 118 

就業率 80%以上 79.7％ 

契約金額（請負。委任） 162,580,000 円 160,222,349 円 

契約金額（派遣） 4,000万円 40,758,341 円 

就業延人員（請負） 24,500 人日 22,234 人日 

派遣延人員 7,001 人日以上 6,644人 

 

（2） 

議事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2 月 

令和５年度 安全適正就業推進大会 

櫻岡神社宮司 宇留島隆氏による神事 

 

安
全
適
正
就
業
推
進
大
会
が
９
月
２２
日

（
金
）
会
員
１２０
人
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 
第
一
部
で
は
、
安
全
祈
願
の
神
事
の
後
、

安
全
標
語
入
賞
者
７
人
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

第
２
部
で
は
、
前
田
安
全
委
員
長
、
安
部

理
事
長
の
力
強
い
挨
拶
に
続
き
安
全
委
員

会
事
務
局
か
ら
安
全
適
正
就
業
経
過
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
傷
害
、
損
害
事
故

の
発
生
状
況
と
防
止
策
に
つ
い
て
の
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
矢
治
伸
幸
さ
ん
、
大
塚
早
苗
さ
ん

の
２
人
の
会
員
よ
り
安
全
に
つ
い
て
の
自
己 

令和５年度 安全適正就業推進大会式次第 

 

第１部 

安全健康祈願神事及び安全標語受賞者表彰式 

1. 神事 

2. 安全標語受賞者表彰式 

第2部 

安全大会 

1. 開会のことば 

2. 安全委員長あいさつ 

3. 理事長あいさつ 

4. 経過報告 

5. 傷害・損害事故の発生状況と防止策について 

6. 安全についての自己啓発発表 

7. 講演 

「フレイル予防で生き活き元気」 宇佐市健康課 

8. 安全就業宣言 

9. 閉会のことば 

玉串奉奠  安部政博理事長 

玉串奉奠  前田和治安全委員長 

玉串奉奠  辛島二男草刈部会会長 

（3） 

啓
発
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
日

常
か
ら
安
全
へ
の
自
己
啓
発
へ
の
取
組
を
窺

わ
せ
る
発
表
で
し
た
。 

そ
の
後
宇
佐
市
健
康
課
の
保
健
師
を
講

師
に
お
招
き
し
て
「
フ
レ
イ
ル
予
防
で
生
き

活
き
元
気
」
と
い
う
講
演
と
簡
単
な
ス
ト
レ

ッ
チ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も

今
す
ぐ
に
で
も
日
々 

の
生
活
に
取
り
入 

れ
る
こ
と
ば
か
り 

で
し
た
。 

 

最
後
に
植
木
剪
定 

班
の
小
林
薫
会
員
に
よ
る
安
全
就
業
宣
言

で
無
事
に
大
会
を
終
え
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 長 賞 いつまでも 働く喜び 無事故から 本田 洋子 

安全委員長賞 安全は皆で声かけ引き締めて 心のゆとりで防ぐ事故 大塚 早苗 

最 優 秀 賞 気のゆるみ 慣れる作業に 事故潜む 西中 トミコ 

優 秀 賞 慌てるな 急ぐ心に 事故潜む 永岡 公常 

優 秀 賞 頑張り過ぎず 無理しない 休む勇気が 我が身を守る 幡手 修二 

佳 作 急ぐとも 心静かに手を合わせ 今日も一日安全に 辛島 二男 

佳 作 慣れた作業 気のゆるみが 落とし穴 片岡 晃一 

 

安 式 彰 表 賞 受 語 標

「 

全 者 

理事長賞受賞 最優秀賞受賞 優秀賞受賞 

安全就業宣言 

 健康で働く意欲のある地域の高齢者がセンター会員となり、相

互に協力し、共に助け合い、災害もなく、毎日が充実し、楽しく働く

には、「安全な作業環境と会員の心身の健康」を基本とした安全就

業対策と実践が不可欠である。 

 本日ここに１００有余名の会員が一堂に結集し、「安全と健康は

全てに優先する」を合言葉に事故ゼロを目指し、センター会員が

一致協力し、安全就業と、健康管理及び交通安全の確保に努め、

事故防止に取り組むことをここに宣言する。 安全標語受賞記念 

（4） シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2 月 

酒
は
百
薬
の
長
は
嘘
か
？
本
当
か
？ 

「
酒
は
百
薬
の
長
」
は
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
に

よ
る
と
「
適
量
の
酒
は
ど
ん
な
良
薬
よ
り
効

果
が
あ
る
」と
お
酒
を
賛
美
し
た
意
味
で
す
。 

 

お
酒
は
飲
み
方
次
第
で
毒
に
も
薬
に
も
な

り
ま
す
。
実
際
に
お
酒
を
適
量
飲
む
と
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
LDH
（悪
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加

を
抑
え
、
HDL
（善
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
加

す
る
こ
と
や
、
血
液
が
血
管
の
中
で
詰
ま
り
に

く
く
な
る
た
め
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど

虚
血
性
心
臓
病
を
予
防
す
る
効
果
が
確
か
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
酒
を
毎
日
大
量

に
摂
取
す
れ
ば
中
性
脂
肪
が
増
加
し
、
HDL
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
、
ＬＤＨ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
血
圧
上
昇

や
高
血
糖
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。 

種 類 度 数 単 位 量 

ビール 5度 中びん 1本 500ml 

日本酒 15 度 1 合 180ml 

焼酎 25度 0.6 合 110ml 

ウイスキー 43度 ダブル 1杯 60ml 

ワイン 14 度 1/4 本 180ml 

缶チューハイ 5度 1.5 缶 520ml 

 

アルコールの適量 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会奉仕活動実施 
 

 

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
シ
ル

バ
ー
奉
仕
活
動
は
、
従
来
実
施
し
て
き

た
小
学
校
の
草
刈
、
剪
定
作
業
は
、
会

員
の
高
齢
化
や
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な

安
全
作
業
の
面
か
ら
も
内
容
を
変
更
し

て
四
日
市
地
区
（
門
前
町

１０

月
２

日
）、
安
心
院
地
区
（安
心
院
支
所
周
辺

１０
月
６
日
）
、
宇
佐
地
区
‘
（
宇
佐
神
宮

内
１０
月
16
日
）
の
３
地
区
に
分
か
れ
、

ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
参
加
し
た

会
員
の
方
々
は
、
右
手
に
火
ば
さ
み
、

左
手
に
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て

結
構
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
拾
い
に
な
り
そ
う
で

す
。
集
ま
っ
た 

ゴ
ミ
は 

３
地
区 

合
計
で 

１００
キ
ロ
あ
り
ま
し
た
。 

（5） シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2月 

安心院支所駐車場に集合 

休憩も必要です 

旗持ちは理事長 

１０月第３土曜日 

「シルバーの日」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職群班紹介 宇佐学校給食センター 

高畑義孝（西馬城） 

H22.12.8入会 
中井照喜（糸口） 

H23.4.13入会 
中島義和（八幡） 

H26.4.9入会 

吉村敏徳（四日市） 

H28.12.14 入会 

用正孝徳（八幡） 

H29.1.11 入会 

三浦正博（駅館） 

H30.4.2入会 

木部弘信（豊川） 

H30.12.12 入会 

江藤福幸（豊川） 

H30.11.14入会 
池田清克（柳ヶ浦） 

R5.7.12 入会 

竹下 敦（横山） 

H29.4.12入会 

業務内容：旧宇佐市内の学校給食配送に係る作業を運転手、助手 2人１組で行う。 

１日当たり２トン車６台で、２５校に配送作業を行っています。 

車の点検、清掃、配送コンテナを配送順に並べ、

給食を各学校のコンテナに収め、配送車で小中

学校を６校程度配送（運転）する。昼休憩後、午

前中配送した学校に回収に向った後、給食セン

ター内で皿の洗浄や床の清掃などを行う。 

平成１３年４月より就業開始（宇佐市大字上高） 

運転業務は大型免許所有で運転経験者に限定 

２ｔ以上のトラックの積卸し作業時は保護帽 

（ヘルメット）の着用が義務づけられました。 

運転手driver 

（6） シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2月 

コロッケ処「パタータ」 

会
員
限
定 

コ
ロ
ッ
ケ
販
売
中 

昨
年
よ
り
女
性
グ
ル
ー
プ

「
パ
タ
ー
タ
」
に
よ
る
コ
ロ
ッ
ケ

販
売
を
始
め
ま
し
た
。 

ホ
ク
ホ
ク
に
茹
で
た
じ
ゃ
が
い
も
に

ひ
き
肉
と
バ
タ
ー
た
っ
ぷ
り
で
作
っ

て
ま
す
。
毎
回
600
個
程
の
注
文
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
（
要
予
約
） 

販
売
日
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
メ
ー
ル
に
て
ご

案
内
し
ま
す
。 

お
楽
し 

み
に
！ 

一緒に作りませんか？ 

パタータレディ募集中です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂口清徳（長洲） 

H5.4.10 入会 

早島強一（長峰） 

R5.4.17 入会 
山田元義（駅館） 

R4.1.12入会 

大平和久（駅館） 

R2.11.11 入会 

藤花茂三（糸口） 

H31.1.9 入会 

木村憲利（封戸） 

H30.6.13入会 

加来政明（柳ヶ浦） 

H29.5.10入会 

橋爪俊夫（四日市） 

H28.2.10入会 
相良榮一（駅館） 

H27.4.8入会 

松成鉄昭（長洲） 

H25.4.10入会 

１号車 
２号車 

職群班紹介 宇佐学校給食センター 

勤務状況：月曜日～金曜日 午前９時～午後４時 1 日／６時間 

１日 １２人就業 ２０人登録 （１０班体制 各班とも週 3日勤務） 

就業形態：派遣事業 

食材の下処理（洗浄、皮むきなど）後、運転手と

一緒に給食を各学校のコンテナに収め配送車

で小中学校を６校程度配送（助手席に乗って安

全確認等）する。昼休憩後、午前 

中配送した学校に回収に向った 

後、給食センター内で皿の洗浄や 

床の清掃などを行う。 

 

助手assistant 

（7） シルバー人材センターだより（第３９号）  令和５年１2月 

コ
ロ
ッ
ケ
販
売
日 

予定 

１月１２日（金）１１：００～ 

３月８日（金）１１：００～ 

５月１０日（金）１１：００～ 

７月１２日（金）１１：００～ 

９月１３日（金）１１：００～ 

１0月 11日（金）１１：００～ 

「あるじゃん」にて 

販売します。 

 

令
和
６
年
１
月
よ
り
隔
月
の
販

売
に
な
り
ま
す
。 

３個３００円 楽しんでコロッケ作りをやってます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年ぶりに復活「焼酎の会」 

～メンバー募集中～ 

コロナ禍を経て４年ぶりに復活しました。メンバーは３０人ほど。大相

撲の場所に合わせて「１・３・５・７・９・１１月場所」と年６回開催中です。 

編
集
後
記 

 

コ
ロ
ナ
が
世
界
中
に
広
が
り
を
見
せ
て
か
ら
、
丸
４
年
が
過
ぎ
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
５
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
第
５
類
に
移
行
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
地
域
主
催
の
研
修
旅
行
も
良
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
、
１１
月
に
西
馬
城
高
齢
者
学
級
研
修
旅
行
を
計
画
し
た
。

高
齢
者
学
級
と
し
て
４
年
間
旅
行
を
中
止
し
て
き
た
の
で
、
希
望
者
が
多

い
か
と
思
い
き
や
以
外
も
以
外
、
当
日
の
出
席
者
は
１９
人
だ
っ
た
。
４５
人

乗
り
の
大
型
バ
ス
に
１９
人
で
は
、
ガ
ラ
空
状
態
で
佐
伯
市
に
出
発
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
お
互
い
に
知
り
合
い
同
士
の
た
め
話
も
は
ず
み
楽
し
い
研

修
旅
行
と
な
っ
た
。 

 

佐
伯
市
で
は
歴
史
資
料
館
等
を
見
学
し
、
昼
食
の
後
、
海
の
市
場
と
甘

酒
工
房
で
土
産
を
買
い
帰
途
に
着
い
た
。 

 

さ
て
、
宇
佐
シ
ル
バ
ー
で
は
松
本
事
務
局
長
が
病
休
で
不
在
の
中
、
４
年

ぶ
り
に
１１
月
の
第
３
日
曜
日
に
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
。
例
年
の

よ
う
な
賑
や
か
さ
は
な
い
に
し
ろ
会
員
ひ
と
り
一
人
に
笑
顔
が
戻
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
。 

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
、
会
員
の
皆
さ
ん
身
体
に
は
十
分
気
を

付
け
ら
れ
、
来
年
も
元
気
な
姿
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
（記 

 

加
藤
） 
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漱
石
の
宇
佐
神
宮
初
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広
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信
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明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九)

正
月
、
五
校(

熊
本)

の
教
授
を
し
て
い
た
三
十
三
歳

の
漱
石
は
同
僚
と
宇
佐
、
耶
馬
渓
へ
の
旅
に
出
た
。
博
多
、
小
倉
を
経
て
一
月
二
日

終
着
駅
の
宇
佐
駅(
現
在
の
柳
ヶ
浦
駅)

に
降
り
た
。  

蕭
し
ょ
う

条
じ
ょ
う

た
る 

古
駅
に
入
る
や 

春
の
夕 

と
宇
佐
駅
の
印
象
を
詠
ん
で
い
る
。
蕭
条
を
寂
し
く
て
殺
風
景
な
様
子
と
解
せ
ば
、

開
通
間
も
な
い
終
着
駅
の
宇
佐
駅
を
古
駅
と
表
現
す
る
だ
ろ
う
か
、
今
は
そ
の
面
影

は
全
く
な
い
が
、
駅
か
ら
小
松
橋
に
か
け
て
旅
館
や
商
店
、
ま
た
別
府
や
大
分
方
面

に
行
く
た
め
の
乗
合
馬
車
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も

漱
石
の
印
象
は
殺
風
景
な
田
舎
駅
に
感
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
、
正
月
を
旧
暦

で
祝
っ
て
い
た
の
で
、
正
月
飾
り
も
な
い
街
並
み
を
漱
石
は
寂
し
く
思
え
て
、
蕭
条
た

る
と
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。 

 

宇
佐
神
宮
ま
で
は
約
六
キ
ロ
、
人
力
車
を
利
用
し
た
の
か
そ
れ
と
も
徒
歩
か
、
参

拝
を
終
え
た
漱
石
達
は
一
泊
す
る
の
だ
が
、
神
宮
近
辺
か
、
四
日
市
か
、
そ
れ
と
も

宇
佐
駅
ま
で
戻
っ
た
の
か
。
三
日
は
羅
漢
寺
に
向
か
っ
て
い
る
。 

 

宇
佐
神
宮
参
拝
の
折
り
、 

漱
石
は
次
の
よ
う
な
句
も
詠
ん
で
い
る
。 

 

神
か
け
て 

祈
る
恋
な
し 

宇
佐
の
春 

 

明
治
三
十
三
年(

一
九
〇
〇)

漱
石
三
十
四
歳
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
す
る
。 

漱
石
は

宇
佐
で
十
五
の
俳
句
を
作
っ
て
い
る
。
寄
藻
川
沿
い
の
散
策
道
に
句
碑
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。 

 

ま
た
「
蕭
条
た
る
」
の
句
は
宇
佐
在
住
の
書
家
、
池
田
英
徳
氏
と
私
の
藍
染
で
共
作

し
た
作
品
が
、
柳
ヶ
浦
駅
の
待
合
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

  


